
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済 8・9

・画像認識システムやロボット技
術の活用による廃棄物選別ライン
の省力化
・IT化及びオートメーション化に
よる作業の効率化と就労環境の改
善

・年次有給休暇の完全取得
（2025年まで毎年）
・選別ラインのオートメー
ション化　2025年までに１ライン

社会 4

・まいにちLabと工場見学の実施
による環境教育の場の提供
・リボーンラボラトリーによる
ワークショップの開催

・工場見学の実施　２回/年
・まいにちLabの継続実施（素材の選
定２品/年追加）
・ワークショップの開催 2回/年
・老人ホームや児童福祉施設等での
講演 2回/年
（2025年まで毎年）

環境 13

・廃棄物選別作業の技術革新によ
るリサイクル率の向上
・RPF生産能力の向上によるCO2の
削減

・リサイクル率90％以上
・RPF生産前年比3％増
（2025年まで毎年）

取組・
活動内容

株式会社毎日商会では、クリーン事業を通じて環境保全と持続可能な循環型社
会の形成と維持に取り組んでいます。特に、産業廃棄物を効率的に選別するこ
とによりリサイクル率を上げ、限りある資源の循環に取り組んでいます。
また、併設する「まいにちLab」と「リボーンラボラトリー」を通じて再利用が
できる廃棄物の紹介や情報提供をすることにより、地元住民や子供達に循環型
社会の学習の場を提供しています。これらの取組や活動を通じて、地域に根差
した環境に優しい会社を目指しています。

株式会社毎日商会


